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ゆりはま
湯梨浜 議会だより

9月定例会

第10号
平成18年12月発行

21世紀、夢がふくらみ一人ひとりが輝くまちづくり

一般質問　３人の議員が問う ２面

ケーブルビジョン東ほうき調査特別委員会を設置 ７面

常任委員会の審議内容 ９面

湯梨浜町飲酒運転撲滅宣言を決議 11面

今　滝（湯梨浜町北福）

今滝を前に滝床料理を親しむ旅行客
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ここが聞きたい!!一般質問ここが聞きたい!!ここが聞きたい!!
３人の
　議員

が問う

質問議員の順序と主要項目

　平成18年９月定例会は、９月29日
に開会され、第18日目の10月16日に
一般質問が行われた。
　質問議員３人が登壇し、町政全般に
ついて熱心に議論を展開した。
　各議員の質問項目、要約は次のとお
りである。

吉田議員
　①敬老会のあり方について
　②町道の除草管理について
　③町税等徴収金の滞納整理について

會見議員
　①湯梨浜町における防災計画について
　② 男女共同参画プランにより、参画社
会の実現をめざす為の支援について

　③ 高齢者の生きがい支援について、
協働の町づくりについて

増井議員
　①子育て支援について
　② 高齢者の生活を守る町独自の施策
をつくってはどうか

※ 吉田議員の③、會見議員の②の質問
は紙面の関係上未掲載とします。

増井議員

吉田議員

会見議員

宮脇町長

9月定例会風景
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湯
梨
浜
町
は
、
敬
老
会
に

つ
い
て
の
詳
細
な
調
整
が
な

い
ま
ま
合
併
し
た
。

　

平
成
17
年
度
か
ら
２
年
間

は
、
町
の
補
助
事
業
で
各
地

区
、
公
民
館
ま
か
せ
で
敬
老

会
が
実
施
さ
れ
た
。
戦
中
戦

後
の
混
乱
し
た
時
代
か
ら
今

日
ま
で
我
が
国
の
繁
栄
の
礎

を
築
い
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者

の
長
寿
を
祝
う
べ
き
敬
老
会

が
、
町
の
主
催
で
は
な
く
、

地
区
に
丸
投
げ
と
い
う
や
り

方
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に

対
し
て
あ
ま
り
に
も
失
礼
で

思
い
や
り
に
欠
け
、
湯
梨
浜

は
ひ
と
つ
と
い
う
町
長
の
理

念
に
反
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
町
長
の
高
齢
者
に
対

す
る
姿
勢
に
つ
い
て
伺
う
。

　

成
人
式
と
同
様
に
、
敬
老

会
も
町
の
主
催
事
業
と
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
町
長
の
見

解
を
伺
う
。

答
弁
（
町
長
）

　

敬
老
会
は
、
昨
年
度
か
ら

各
地
区
及
び
地
区
公
民
館
に

お
願
い
し
、
町
の
補
助
事
業

と
し
て
実
施
、
町
の
職
員
も

下
支
え
的
な
形
で
積
極
的
に

協
力
し
て
い
る
。
合
併
前
は

行
政
主
催
の
行
事
と
し
て
開

催
さ
れ
、
地
域
の
役
員
の
皆

様
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
い

て
い
た
。
本
年
の
各
地
域
の

敬
老
会
を
見
る
と
、
特
色
を

出
さ
れ
、
お
年
寄
り
に
大
変

喜
ん
で
も
ら
っ
て
お
り
、
役

員
の
方
々
に
改
め
て
敬
意
を

表
し
た
い
。
長
年
に
わ
た
っ

て
、
今
日
の
町
や
地
域
の
基

礎
と
発
展
を
築
き
、
支
え
て

こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
長
寿
を

祝
う
会
を
町
と
し
て
行
う
べ

き
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、

町
と
し
て
は
、
町
と
地
域
の

皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
敬
老

会
を
開
催
し
た
い
。

Q
敬
老
会
は
町
の
主
催
と
す
べ
き
で
は

　

A
町
と
地
域
が
一
緒
に
な
っ
て

長
寿
を
祝
う

募
で
委
託
す
れ
ば
、
業
者
に

発
注
す
る
よ
り
安
く
で
き
る

と
思
う
が
、
町
長
の
見
解
を

伺
う
。

答
弁
（
町
長
）

　

町
道
延
長
２
０
７
㎞
の
内
、

山
間
部
は
12
路
線
で
約
24
㎞

で
あ
る
。
農
地
等
に
隣
接
す

る
町
道
の
草
刈
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
実
施
し
て
い
た
だ

き
感
謝
し
て
い
る
。
山
間
部

は
、
車
道
に
影
響
の
あ
る
所
、

危
険
箇
所
等
は
職
員
に
よ
り

現
地
対
応
し
て
い
る
。

　

筒
地
原
線
は
維
持
管
理
に

苦
慮
し
て
い
る
路
線
で
あ
る

が
、
今
年
は
そ
の
路
線
で
自

転
車
競
技
会
が
開
催
さ
れ
た

た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
除

草
を
行
っ
た
。
ま
た
、
泊
小

学
校
か
ら
原
の
間
の
路
肩
の

土
砂
撤
去
や
除
草
は
、
維
持

業
者
に
よ
り
実
施
し
た
。

　

今
後
に
お
い
て
、
引
き
続

き
地
域
や
農
地
所
有
者
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

山
間
部
町
道
等
の
安
全
通
行

に
支
障
の
恐
れ
の
あ
る
箇
所

は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
等
に
よ
り
除
草
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

　

な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
助
長
す
る
た
め
の
現
物

給
付
制
度
の
創
出
な
ど
も
考

え
て
み
た
い
。

　

合
併
以
来
、
町
の
予
算
は

各
種
経
費
が
節
減
さ
れ
、
町

道
の
維
持
費
も
節
減
の
対
象

と
な
っ
て
お
り
、
山
間
部
の

町
道
は
夏
草
に
覆
わ
れ
て
荒

廃
が
進
ん
で
い
る
。

　

合
併
前
は
、
町
道
筒
地
原

線
は
、
村
か
ら
区
に
補
助
金

が
出
さ
れ
、
区
の
事
業
と
し

て
区
民
の
手
で
草
刈
作
業
を

し
た
り
、
村
民
に
委
託
し
て

除
草
管
理
を
し
た
り
し
て
き

た
が
、
合
併
後
は
町
予
算
の

削
減
で
沿
道
は
荒
れ
放
題
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
放

置
す
れ
ば
道
路
の
見
通
し
は

悪
く
な
り
、
交
通
事
故
も
心

配
さ
れ
る
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

や
一
般
町
民
の
希
望
者
に
公

吉田礼治議員

Q
山
間
部
の
町
道
の
除
草
管
理
は

　

A
現
物
給
付
制
度
の
創
出
も

考
え
て
み
た
い

シルバー人材センターによる草刈り作業

宇
野
地
区
敬
老
会　

　

（
10
月
14
日
）
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本
町
に
お
け
る
管
理
職
・

各
委
員
会
へ
の
女
性
の
登
用

率
は
高
い
と
思
う
が
、
防
災

計
画
委
員
会
へ
の
登
用
率
は

10
％
で
あ
る
。
災
害
時
に
は

女
性
の
視
点
で
福
祉
保
険
・

看
護
・
介
護
・
食
の
問
題
・

女
性
問
題
な
ど
に
対
応
が
必

要
と
思
う
が
、
今
後
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

　

災
害
発
生
時
に
は
避
難
所

に
お
い
て
、
高
齢
者
・
乳
幼

児
や
子
供
・
授
乳
期
の
母
親
、

ト
イ
レ
の
問
題
な
ど
で
女
性

た
ち
が
つ
ら
い
思
い
を
し
た

と
聞
く
が
、
女
性
の
指
導
者

の
養
成
も
必
要
で
は
な
い
か

と
思
う
。
要
支
援
者
対
策
の

強
化
は
、
町
村
単
位
で
マ
ニ

ュ
ア
ル
が
作
ら
れ
て
い
る
と

思
う
が
、
本
町
の
備
蓄
・
準

備
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
か
伺

う
。

答
弁
（
町
長
）

　

防
災
会
議
の
組
織
は
、
防

災
会
議
条
例
で
定
め
ら
れ
て

お
り
、
行
政
機
関
内
の
職
で

充
て
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多

く
、
男
女
の
委
員
の
構
成
が

偏
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
同
条
例
に
は
、
専
門
委

員
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
規
定
が
あ
り
、
必
要
に

応
じ
て
、
女
性
の
委
員
の
就

任
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

災
害
発
生
時
は
、
被
災
さ

れ
た
方
に
対
し
、
き
め
細
か

い
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
。
特

に
災
害
時
、
要
援
護
者
の

方
々
に
対
し
て
は
、国
の「
災

害
時
要
援
護
者
の
避
難
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
等
を
参
考
に
早

急
に
整
備
し
て
い
く
。

　

避
難
所
生
活
に
お
い
て
は
、

女
性
の
方
が
力
を
発
揮
す
る

点
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
。

職
員
に
は
、
訓
練
の
実
施
や
、

研
修
会
等
の
積
極
的
参
加
を

促
し
て
い
き
た
い
。

業
・
電
算
機
シ
ス
テ
ム
関
連

企
業
・
財
政
分
析
な
ど
の
専

門
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
、
教
育
・
保
育
・
介
護
等

有
資
格
者
の
方
な
ど
の
情
報
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
、
事
業

支
援
の
計
画
等
を
さ
れ
る
の

か
伺
う
。

答
弁
（
町
長
）

　

団
塊
の
世
代
、
全
国
で
は
、

全
人
口
の
８
％
弱
を
占
め
る

巨
大
な
集
団
と
な
る
。
本
町

に
お
け
る
対
象
人
口
は
１
５

０
４
人
で
、
全
国
平
均
と
同

様
、
全
体
の
８
％
を
占
め
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
団
塊
の
世

代
の
方
が
退
職
し
、
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
を
送
る
た
め

に
は
、
地
域
活
動
に
参
加
で

き
る
体
制
づ
く
り
、
社
会
で

活
躍
で
き
る
場
づ
く
り
と
い

っ
た
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ

て
い
る
。

　

現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
促
進
す
る
た
め
の
企
画

と
支
援
事
業
実
施
要
綱
の
検

討
を
始
め
て
い
る
。
団
塊
の

世
代
の
方
々
が
、
行
政
と
協

働
し
て
い
け
る
よ
う
な
こ
と

は
な
い
の
か
よ
く
検
討
し
、

新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
、
事
業
の
立
ち
上
げ
の
支

援
策
等
、
必
要
な
も
の
は
平

成
19
年
度
当
初
予
算
の
中
で

反
映
さ
せ
て
い
く
。

Q
団
塊
世
代
の
生
き
が
い
支
援
と

協
働
の
町
づ
く
り
計
画
は

A
支
援
事
業
実
施
要
綱
の
立
ち
上
げ

Q
本
町
の
災
害
時
要
支
援
者
対
策
は

　

A
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

参
考
に
整
備

　

現
在
、
本
町
の
65
歳
以
上

の
高
齢
者
は
４
６
７
６
名
で

あ
り
、
人
口
の
２
５
．
７
６

％
で
あ
る
。

　

55
歳
か
ら
65
歳
ま
で
が
２

４
３
４
名
で
、
い
わ
ゆ
る
団

塊
の
世
代
を
含
む
人
口
分
布

の
推
移
が
見
ら
れ
る
が
、
平

成
19
年
か
ら
始
ま
る
退
職
者

の
増
加
に
対
し
て
、
健
康
維

持
の
た
め
の
方
策
、
経
験
豊

か
な
専
門
職
の
方
な
ど
、
生

き
が
い
を
も
っ
て
地
域
の
中

で
新
た
な
活
動
・
労
働
力
と

し
て
の
期
待
活
用
、
湯
梨
浜

町
ら
し
い
特
徴
の
あ
る
支
援

施
策
が
必
要
と
思
う
が
所
見

を
伺
う
。

　

民
間
会
社
に
お
い
て
の
専

門
技
術
者
・
Ｉ
Ｔ
関
連
事

會見祐子議員

防
災
講
演
会
（
６
月
30
日
）

女性パソコン教室
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旧
羽
合
町
時
代
か
ら
「
保

育
所
に
自
園
調
理
を
」
と
訴

え
て
き
た
が
実
現
に
至
っ
て

い
な
い
。
今
回
町
長
は
、
町

長
選
挙
の
中
で
「
保
育
所
自

園
調
理
を
行
う
」
と
明
確
に

打
ち
出
さ
れ
た
。

　
「
学
童
保
育
の
時
間
延

長
」
も
決
定
さ
れ
た
。

　

ど
ち
ら
も
子
育
て
支
援
と

し
て
評
価
す
る
が
、
決
定
に

至
っ
た
動
機
や
経
過
、
ま
た

今
後
の
動
き
に
つ
い
て
伺
う
。

　
「
子
育
て
支
援
と
若
者
に

も
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
」
を

公
約
に
掲
げ
ら
れ
た
が
、
町

長
の
「
子
育
て
支
援
」
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
う
。

　
「
子
ど
も
の
医
療
費
無
料

化
助
成
制
度
」
の
拡
充
と
し

て
、
対
象
年
齢
を
引
き
上
げ

る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

答
弁
（
町
長
）

　

旧
羽
合
町
だ
け
実
施
さ
れ

て
い
な
い
保
育
所
の
自
園
調

理
に
つ
い
て
は
、
近
日
中
に

外
部
委
員
の
検
討
委
員
会
を

設
け
て
、
実
施
に
向
け
た
具

体
的
方
法
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

作
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

学
童
保
育
時
間
の
延
長
に

つ
い
て
は
、
ク
ラ
ブ
に
登
録

し
て
い
る
保
護
者
の
60
％
が

望
ん
で
お
ら
れ
る
の
で
、
指

導
員
の
募
集
を
行
い
、
体
制

が
整
い
次
第
実
施
す
る
。

　

独
自
の
子
育
て
支
援
、
若

者
に
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
に

つ
い
て
は
現
行
の
保
育
料
の

維
持
・
一
時
保
育
・
延
長
保

育
等
そ
の
他
多
く
の
本
町
独

自
の
取
組
み
が
挙
げ
ら
れ
る

が
、
今
後
と
も
取
組
み
を
検

証
し
な
が
ら
子
育
て
支
援
の

充
実
を
図
り
、
若
者
を
と
お

し
た
「
魅
力
あ
る
町
」
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

　

乳
幼
児
の
医
療
費
無
料
化

の
枠
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど

お
り
県
に
準
じ
て
実
施
し
て

い
く
。

　
「
公
的
年
金
等
控
除
」
の

縮
小
や
65
歳
以
上
の
高
齢
者

に
適
用
さ
れ
て
い
た
「
老
年

者
控
除
」
の
廃
止
で
、
多
く

の
高
齢
者
の
方
が
増
税
と
な

っ
た
。
こ
れ
ら
は
２
０
０
４

年
と
２
０
０
５
年
の
通
常
国

会
に
自
民
・
公
明
が
提
案
し
、

成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

所
得
が
増
え
る
と
国
民
健

康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
も

連
動
し
て
増
え
る
こ
と
に
な

り
、
来
年
は
所
得
税
・
住
民

税
の
定
率
減
税
が
全
廃
さ
れ

る
た
め
、
さ
ら
に
増
税
と
な

る
。
10
月
か
ら
は
医
療
費

負
担
も
増
加
し
、
国
民
い
じ

め
・
高
齢
者
い
じ
め
が
横
行

し
て
い
る
。
町
民
の
生
活
を

守
る
た
め
に
国
保
税
の
引
き

下
げ
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

失
業
や
倒
産
等
で
払
い
た

く
て
も
払
え
な
い
人
を
救
う

た
め
、
町
独
自
の
「
申
請
減

免
制
度
」
の
拡
充
の
考
え
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁
（
町
長
）

　

人
口
の
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
医
療
費
が
増
え
れ
ば
、

国
・
県
の
補
助
金
等
が
あ
っ

て
も
国
保
税
を
上
げ
て
財
源

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
今
年
度
も
税
率
の

改
定
を
行
い
、
引
き
上
げ
を

お
願
い
し
た
。
国
保
税
を
上

げ
な
い
た
め
に
は
、
医
療
費

の
削
減
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

そ
の
為
に
は
、
定
期
的
健
康

診
断
の
充
実
や
生
活
習
慣
病

予
防
に
対
す
る
取
組
み
等
が

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
。

　

非
課
税
か
ら
課
税
に
な
り
、

国
保
税
も
介
護
保
険
料
も
連

動
し
て
上
が
っ
た
高
齢
者
に

対
し
て
は
、
年
金
受
給
者
の

控
除
額
減
額
に
対
し
て
、
国

保
税
、
住
民
税
と
も
平
成
18

年
・
19
年
度
の
賦
課
に
当
た

り
激
変
緩
和
措
置
が
と
ら
れ

て
い
る
。

　

所
得
に
お
け
る
減
額
措
置

に
つ
い
て
は
、
所
得
申
告
さ

れ
る
よ
う
案
内
を
送
付
し
て

い
る
が
、
独
自
の
減
免
措
置

に
つ
い
て
は
他
の
被
保
険
者
、

世
帯
に
負
担
を
強
い
る
こ
と

に
な
り
、
現
時
点
で
の
制
度

化
は
困
難
で
あ
る
。

Q
保
育
所
自
園
調
理
実
施
は

　
　

A
実
施
に
向
け
て
検
討

増井久美議員

Q
町
独
自
の
申
請
減
免
制
度
を

　
　
　

つ
く
っ
て
は

A
現
時
点
で
の
制
度
化
は
困
難

　
　
　
　

給
食
の
準
備

　

（
花
見
保
育
所
）

中
興
寺
地
区
の
健
康
教
室
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決
算
認
定

　

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
ほ
か
17
特

別
会
計
と
、
水
道
事
業
会
計

の
19
会
計
決
算
は
す
べ
て
認

定
さ
れ
、
一
般
会
計
で
は
歳

入
総
額
１
２
９
億
５
７
７
０

万
円
、
歳
出
総
額
は
１
２
６

億
７
４
０
７
万
円
で
、
差
引

残
額
２
億
８
３
６
３
万
円
で

あ
る
が
、
18
年
度
に
繰
り
越

さ
れ
る
繰
越
明
許
費
１
億
６

５
７
７
万
円
を
差
し
引
き
、

１
億
１
７
８
６
万
円
の
黒
字

決
算
で
あ
っ
た
。
他
の
特
別

会
計
に
つ
い
て
は
、
13
特
別

会
計
と
水
道
事
業
会
計
で
黒

字
と
な
っ
た
。

（
決
算
額
に
つ
い
て
は
町
報

９
月
号
を
参
照
）

　

条
例
改
正

☆
湯
梨
浜
町
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

法
改
正
に
伴
い
、
対
象
者

に
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
２
級
の
所
持
者
を
加
え
て
、

新
た
に
「
住
所
地
特
例
」
を

明
確
化
し
た
も
の
。

☆
湯
梨
浜
町
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
派
遣
手
数
料
の
徴
収
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

対
象
者
を
難
病
患
者
の
み

と
し
、
高
齢
者
は
地
域
支
援

事
業
で
、
障
害
者
は
地
域
生

活
支
援
事
業
で
対
応
す
る
た

め
除
外
し
た
も
の
。

　

補
正
予
算

☆
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
８
０
８
６

万
２
千
円
減
額
し
、
予
算
総

額
を
87
億
３
２
３
８
万
１
千

円
と
す
る
も
の
。

　

主
な
内
容
は
、
人
件
費
の

減
額
、
入
札
等
に
よ
る
事
業

費
確
定
の
減
額
、
国
県
等
の

補
助
事
業
費
変
更
等
に
よ
る

補
正
、
前
年
度
の
国
県
補
助

金
精
算
に
伴
う
返
納
金
、
障

害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に

伴
う
予
算
措
置
、
災
害
復
旧

工
事
な
ど
緊
急
な
経
費
。

（
質
疑
に
つ
い
て
は
、
常
任

委
員
会
の
審
議
内
容
を
参

照
）

☆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
１
億
１
７

７
９
万
６
千
円
増
額
し
、
予

算
総
額
を
17
億
４
１
０
７
万

２
千
円
と
す
る
も
の
。

　

主
な
内
容
は
、
職
員
の
異

動
に
伴
う
人
件
費
、
高
額
医

療
費
共
同
事
業
の
制
度
内
容

変
更
に
伴
う
も
の
、
出
産
育

条
例
改
正

ケーブルビジョン東ほうき調査特別委員会を設置！
委員長に前田勝美議員、副委員長に寺地章行議員を選出

　第７回定例会が平成18年９月29日から10月19日までの21日間の会期で開催された。湯梨浜
町一般会計補正予算（第４号）など33議案を可決し、人権擁護委員の候補者の推薦は適任者と
認めた。提出された議題は、全て原案どおり可決された。

議 案 審 議議 案 審 議議 案 審 議議 案 審 議議 案 審 議議 案 審 議9月定例会 

ケーブルビジョン東ほうき調査特別委員会を設置！
委員長に前田勝美議員、副委員長に寺地章行議員を選出

　第７回定例会が平成18年９月29日から10月19日までの21日間の会期で開催された。湯梨浜
町一般会計補正予算（第４号）など33議案を可決し、人権擁護委員の候補者の推薦は適任者と
認めた。提出された議題は、全て原案どおり可決された。

児
一
時
金
の
増
額
、
国
庫
支

出
金
の
返
納
金
な
ど
。

☆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
４
９
５
５

万
１
千
円
増
額
し
、
予
算
総

額
を
14
億
２
３
９
７
万
２
千

円
と
す
る
も
の
。

　

主
な
内
容
は
、
職
員
の
異

動
に
伴
う
人
件
費
、
国
庫
支

出
金
等
の
返
納
金
な
ど
。

（
質
疑
に
つ
い
て
は
、
常
任

委
員
会
の
審
議
内
容
を
参

照
）

☆
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
３
万
６
千

円
増
額
し
、
予
算
総
額
を
12

億
２
０
４
８
万
６
千
円
と
す

る
も
の
。

　

主
な
内
容
は
、
職
員
の
異

動
に
伴
う
人
件
費
、
交
付
税

措
置
の
見
直
し
に
よ
る
下
水

道
債
特
別
措
置
分
の
発
行
及

び
平
準
化
債
の
増
額
発
行
に

伴
う
予
算
措
置
。

（
質
疑
に
つ
い
て
は
、
常
任

委
員
会
の
審
議
内
容
を
参

照
）

決
算
認
定

補
正
予
算

９
月
定
例
会
風
景
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委
員
会
活
動

教
育
産
業

　
　

常
任
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

☆
橋
津
財
産
区
特
別
会
計
補

正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
50
万
円
増

額
し
、
予
算
総
額
を
90
万
３

千
円
と
す
る
も
の
。

　

主
な
内
容
は
、
橋
津
区
の

補
助
金
。

☆
長
瀬
財
産
区
特
別
会
計
補

正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
50
万
円
増

額
し
、
予
算
総
額
を
１
５
３

万
４
千
円
と
す
る
も
の
。

　

主
な
内
容
は
、
長
瀬
中
部

区
の
補
助
金
。

☆
農
業
集
落
排
水
処
理
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
５
万
４
千

円
減
額
し
、
予
算
総
額
を
１

億
６
４
２
１
万
８
千
円
と
す

る
も
の
。

　

主
な
内
容
は
、
職
員
の
異

動
に
伴
う
人
件
費
、
平
準
化

債
の
増
額
発
行
に
伴
う
予
算

措
置
な
ど
。

☆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
１
５
６
万

７
千
円
増
額
し
、
予
算
総
額

を
６
４
６
３
万
５
千
円
と
す

る
も
の
。

　

主
な
内
容
は
、
職
員
の
異

動
に
伴
う
人
件
費
、
雷
に
よ

る
被
害
の
修
繕
費
な
ど
。

　

そ
の
他

☆
人
権
擁
護
委
員

　

・
椿　

喜
美
子
（
田
後
）

　

適
任
者
と
認
め
る
。

　

新
設
さ
れ
た

　
　

長
瀬
中
部
区
６
班
の

　
　
　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

そ
の
他

☆
８
月
25
日

・ 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
合
併

に
つ
い
て

☆
９
月
21
日

・ 

固
定
資
産
税
過
誤
納
金
補

填
金
支
払
要
綱
の
制
定
に

つ
い
て

・ 
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
に
つ
い
て

・ 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い

て
☆
10
月
16
日

・
水
明
荘
に
つ
い
て

☆
10
月
17
日

・ 

第
７
回
定
例
会
提
出
議
題

に
つ
い
て

・
陳
情
審
査
に
つ
い
て

　

 （
質
疑
に
つ
い
て
は
、
常

任
委
員
会
の
審
議
内
容
を

参
照
）

☆
８
月
10
日

・
町
内
福
祉
施
設
の
視
察

・
陳
情
審
査
に
つ
い
て

☆
９
月
12
日

・ 

障
害
者
自
立
支
援
法
の
早

急
な
抜
本
的
改
善
を
求
め

る
意
見
書
（
案
）
に
つ
い

て
・
認
定
子
ど
も
園
に
つ
い
て

☆
10
月
17
日

・ 

第
７
回
定
例
会
提
出
議
題

に
つ
い
て

・
陳
情
審
査
に
つ
い
て

　
 （

質
疑
に
つ
い
て
は
、
常

任
委
員
会
の
審
議
内
容
を

参
照
）

☆
７
月
25
日

・ 

大
雨
に
よ
る
被
害
に
つ
い

て
・ 

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

☆
８
月
７
日

・
農
林
災
害
に
つ
い
て

・
災
害
現
場
視
察

☆
10
月
16
日

・
水
明
荘
に
つ
い
て

☆
10
月
18
日

・ 

第
７
回
定
例
会
提
出
議
題

に
つ
い
て

・
陳
情
審
査
に
つ
い
て

　
 （

質
疑
に
つ
い
て
は
、
常

任
委
員
会
の
審
議
内
容
を

参
照
）

☆
10
月
19
日

・ 

幼
稚
園
バ
ス
に
つ
い
て

　

10
月
16
日
、
本
会
議
に
お

い
て
、
６
人
で
構
成
す
る
ケ

ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
東
ほ
う
き

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し

た
。
Ｈ
Ｃ
Ｖ
の
取
締
役
構
成

や
Ｔ
Ｃ
Ｂ
と
の
合
併
協
議
に

つ
い
て
調
査
す
る
。

　

委
員
長　
　

前
田
勝
美

　

副
委
員
長　

寺
地
章
行

　

委　

員　
　

吉
村
敏
彦

　
　

〃　
　
　

酒
井
幸
雄

　
　

〃　
　
　

光
井
哲
治

　
　

〃　
　
　

浦
木　

靖

☆
10
月
17
日

・ 

今
後
取
組
む
調
査
項
目
に

つ
い
て

☆
11
月
15
日

・ 

Ｈ
Ｃ
Ｖ
・
Ｔ
Ｃ
Ｂ
合
併
協

議
会
の
報
告
に
つ
い
て

　

民
生
常
任
委
員
会
視
察

（
作
業
所
あ
り
ん
こ
）

ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
東
ほ
う
き

調
査
特
別
委
員
会
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10
月
10
日
、
本
会
議
に
お

い
て
、
全
議
員
で
構
成
す
る

平
成
17
年
度
決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
す
る
。

　

委
員
長　
　

光
井
哲
治

　

副
委
員
長　

會
見
祐
子

☆
10
月
11
日

・ 

平
成
17
年
度
の
19
会
計
決

算
に
伴
う
質
疑
に
つ
い
て

☆
11
月
16
日

・
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て

・
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

☆
７
月
27
日

・ 

施
設
の
統
合
整
備
に
伴
う

跡
地
利
用
の
有
効
活
用
に

関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

☆
11
月
15
日

・
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て

・
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

☆
９
月
29
日

・ 

編
集
に
つ
い
て
の
申
し
合

わ
せ
事
項

☆
10
月
19
日

・ 

議
会
だ
よ
り
12
月
号
の
編

集
割
当
て
に
つ
い
て

☆
11
月
２
日

・ 

議
会
だ
よ
り
12
月
号
の
編

集
に
つ
い
て

☆
11
月
10
日

・
広
報
調
査
視
察

　
（
日
南
町
議
会
）

☆
11
月
16
日

・ 

議
会
だ
よ
り
12
月
号
の
校

正
に
つ
い
て

☆
７
月
21
日

・ 

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

・ 
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

・ 

施
設
の
統
合
整
備
に
伴
う

跡
地
利
用
の
有
効
活
用
に

関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

☆
８
月
22
日

・
第
６
回
臨
時
会
に
つ
い
て

・
第
７
回
定
例
会
に
つ
い
て

☆
９
月
22
日

・
第
７
回
定
例
会
に
つ
い
て

・
慶
弔
内
規
に
つ
い
て

☆
10
月
５
日

・
第
７
回
定
例
会
に
つ
い
て

・ 

議
員
の
各
種
審
議
会
委
員

等
の
就
任
に
つ
い
て

・
慶
弔
内
規
に
つ
い
て

☆
10
月
11
日

・ 

Ｈ
Ｃ
Ｖ
調
査
特
別
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て

と
き　

平
成
18
年
11
月
１
日

と
こ
ろ　

北
栄
町
大
栄
農
村

　

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

研
修
内
容

　

 「
中
東
・
中
国
・
北
朝
鮮
等

諸
問
題
と
日
本
の
今
後
」

　

講
師　

 

東
京
大
学
大
学
院

教
授　

姜　

尚
中

　

 「
安
倍
新
政
権
発
足
と
今

後
の
政
局
」

　

講
師　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員

　
　
　
　

山
本　

孝

教
育
施
設
利
用
調
査

　
　

特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
調
査

　
　

特
別
委
員
会

鳥
取
県
町
村
議
会

　
　

議
員
研
修
会

平
成
17
年
度

決
算
審
査
特
別
委
員
会

行
財
政
改
革
調
査

　
　

特
別
委
員
会

　

行
財
政
改
革
調
査　

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

広
報
調
査
視
察
（
日
南
町
）

　

鳥
取
県
町
村
議
会　

　
　
　
　

議
員
研
修
会

Q 　

固
定
資
産
税
等
の
未
収
金
の
徴
収
を
広
域
連
合
に
出
し

て
い
る
。
ど
う
い
う
努
力
を
さ
れ
た
か
、
広
域
連
合
に
出

し
た
も
の
は
ど
の
よ
う
な
判
断
で
出
し
た
の
か
。

A 　

広
域
連
合
に
出
し
た
も
の
は
90
件
あ
る
。
納
税
相
談
に

来
て
も
ら
う
よ
う
連
絡
し
た
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
作
っ
て
徴
収
し
た
り
し
た
が
、
そ
れ
に
も
全
く
反
応
が

無
い
も
の
に
つ
い
て
出
し
て
い
る
。

Q 　

加
工
所
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
加
工
所
利
用
者
は
道
具

な
ど
を
大
事
に
扱
い
、
頑
張
っ
て
い
る
。
使
用
者
、
使
用

料
を
増
や
す
た
め
に
地
産
地
消
な
ど
、
町
長
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

A 　

加
工
所
を
見
に
行
っ
た
、
皆
さ
ん
が
努
力
し
て
お
ら
れ

る
。
何
と
か
支
援
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
加
工
し

た
も
の
を
販
売
ル
ー
ト
に
乗
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
、
い
い
も
の
は
Ｐ
Ｒ
し
て
販
売
促
進
し
た
い
。

Q 　

企
画
課
関
係
で
い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
お
金
が
出
て
い
る
、

ど
ん
な
町
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
。
ま

た
区
長
手
当
て
の
不
公
平
感
は
。

A 　

地
域
が
元
気
に
な
る
よ
う
に
と
い
う
思
い
、
合
併
前
に

や
っ
て
い
た
地
域
の
行
事
は
な
る
べ
く
続
け
て
い
き
た
い
。

区
長
手
当
は
均
等
割
で
一
律
５
万
円
、
戸
数
の
多
少
で
不

満
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
交
付
金
の
ほ
う
で
世
帯
割

を
し
て
い
る
。

Q　

ク
ラ
ブ
活
動
（
ス
ポ
少
）、
指
導
者
の
御
礼
は
あ
る
か
。

A 　

ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て
は
、
教
育
課
程
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
の
は
水
泳
と
陸
上
。
そ
れ
以
外
は
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
、
地
域
の
方
々
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
町

内
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
20
団
あ
り
、
各
団
に
２
〜
３
人

の
指
導
者
、
年
間
１
人
当
た
り
５
５
，
０
０
０
円
で
１
団

３
人
ま
で
払
っ
て
い
る
。

 

決
算
審
査
特
別
委
員
会
審
議
内
容

（
10
月
11
日
）
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総務常任委員会　10月17日
報告 　ハワイ島の地震被害について、ティム君の名
前でレビン補佐官にメールで状況を伺った。人
的被害は無かったそうです。町長名でお見舞い
のメールを送る。被害の状況によっては国際交
流協会や日赤を通して町民にカンパを願いたい。

「一般会計補正予算の主な審議内容」
Q 　東郷庁舎施設整備事業工事請負費　1,961千円
は何か。
A 　中央公民館から東郷庁舎間の地下に配線されて
いるケーブルが劣化しており張り替えする工事費
です。
Q 　業者見積りは１社であるが、金額の大きい修繕
は２社以上がよいでないか。工事が適当かどうか、
見積りが正しいかどうかという意味においても。
A 　契約している業者は資格社であり、年間の保守
契約している。入札には保安協会も入って行って
いる。金額の大きい修繕については今後検討する。
Q　臨時職員は庁舎で何人いるか。
A 　保健師の産休代替として子育て支援課に１名、
地籍調査に１名、福祉企画課にレセプト点検に１
名と栄養士が２名（子育て支援課１名、高齢者健
康福祉課１名）の5名です。
Q　栄養士が臨時職員という安易な考えでよいか。
A 　合併前には町長部局には栄養士は置かない方針
であったが、合併後必要となり来年度は採用募集
を行なう。
Q 　互助会に公的資金を補助されているが、来年度
はどのような見解を持っておられるか。
A 　やみ手当て、やみ休暇はない。町民に示して納
得できる補助とし、町が出す経費は明確にしたい。

民生常任委員会　10月17日
「一般会計補正予算の主な審議内容」
Q 　住宅・建築物耐震改修等事業は田後保育所だけ
の計画であるが、他の保育所はどうか。
A 　他の保育所は時間をかけてやっていきたい。こ
れから各保育所の運営をどうしていくかというこ
とを考えていく中で検討していく。
Q 　出産育児費は新聞に湯梨浜町と三朝町は10月
からできるとあったが大丈夫か。
A　今月中には制度ができる。
Q 　保健師の代替が臨時職員であるがいつまでか、
即対応できるように登録制はできないか。
A 　８月上旬に産休に入り、おそらく育休もとる。
とりあえず３月まで計上している。登録制にして
いるが保健師の登録は全くない。登録制は大切で
あり必要である。

Q 　本町には保健師が何人いるか。臨職で対応でき
るのか。看護師の方がよいのでないか。
A 　９名登録（内１名は管理職）してあるが、その
うち３名が産休と育休で、実動体制は５名である。
事務職では保健師の業務はできないが、健診業務
は医師の補助であり事務職でもできる。

「介護保険特別会計補正予算の主な審議内容」
Q　緊急通報は全体で年に何件あるか。
A 　通報実績は年に数件であり殆どが誤報である。
１千万円近い予算をかけるなら他にいい方法があ
るのではないかと内部で検討している。例えば、
愛の輪協力員さんで対応すれば１／３で済む。

教育産業常任委員会　10月18日
「一般会計補正予算の主な審議内容」
Q 　農産物加工所運営経常経費で保健所の関係によ
り商売用と私用とあるが、商売用として出来る施
設はどこか。
A 　保健所検査でクリアして営業ができる施設は、
「活性化センターはまなす」しかない。
Q 　３箇所で加工はしているので、羽合や東郷でも
商売用に出来るようにお願いしたい。
A 　利益の低い状況で利用されている。JAや夢マ
ート等と協議し検討したい。
Q　青少年育成対策事業での安全ベスト着用人数は。
A 　東郷小・羽合小に各100着、泊小に20着あり
人数は把握してない。一般の人が学校より借りて
いる。
Q 　通学路の街灯整備は。冬になると午後4時には
暗くなるが対策は。
A 　各小学校に危険箇所を調べていただいている。
それから協議する。
意見 　何でもコンサルタント任せである。見積りが
甘い。職員で出来ないか。町長も職員の質の向
上を言っている。わが町のことは職員一同で知
恵を出してやって欲しい。

「下水道事業特別会計補正予算の主な審議内容」
Q 　温泉水はどう考えているのか。公平性を考えれ
ば矛盾している。早急にと言っているが10年以
上も経過している。
A 　旧町の約束ごとで旅館は改造時に区別すること
になっている。個人は環境面においても促進した
い。公共・農集・温泉水と合わせて取組み、使用
料改定時による説明会で話し機運を活かしお願い
していきたい。

常任委員会審議内容
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陳 情 審 査陳 情 審 査
９月定例会において常任委員会に付託した陳情は、慎重に審査を行い次のとおり決定した。

件　　　名 陳　情　者 審査結果

「認定子ども園」の拙速な創設に反対する意見表明を
求める要望

鳥取の保育を考える会
　会長　石井 由加利 趣旨採択

酪農・集落営農・WTO農業交渉に関する陳情書 全日本農民組合鳥取県連合会
　会長　鎌谷 広治　ほか2名 採 択

中国における法輪功学習者の臓器摘出の実態調査を求める
陳情書

特定非営利活動法人日本法輪大法学会
　代表　鶴薗 雅章 不 採 択

「品目横断的経営安定対策」にかかわる陳情 農民運動鳥取県連合会
　代表者　東田　久 趣旨採択

「集配局の廃止再編計画に反対する意見書」採択に関する
陳情について

全国労働組合総連合
　議長　坂内 三夫 趣旨採択

被爆者援護法改正及び原爆症認定制度の抜本的改善を求
める陳情書

反核・平和の火リレー
鳥取県実行委員会
　実行委員長　岩井　良

採 択

市町村の国民保護計画作成に反対する陳情書 憲法擁護・平和・人権フォーラム鳥取県
　代表　国歳 眞臣 継続審査

障害者の生活と福祉の危機打開を求める陳情書
「障害者自立支援法の抜本改善を求め
る鳥取県緊急集会」実行委員会
　実行委員長　小谷 欣之輔

採 択

教育基本法「改正」法案の廃案を求める意見書の採
択と教育基本法の理念を学校と社会に生かすことを
求める陳情

鳥取県労働組合総連合
　議長　田中　暁 不 採 択

日本郵政公社の郵便局再編計画に関する陳情書 郵政産業労働組合中国地方本部
　委員長　溝上 義健 趣旨採択

議員発議で政府に意見書を提出

☆　障害者自立支援法の早急な抜本的改善を求める意見書
　　　　　提出先：内閣総理大臣、厚生労働大臣

☆　被爆者援護法改正及び原爆症認定制度の抜本的改善を求める意見書
　　　　　提出先：内閣総理大臣、厚生労働大臣

☆　道路特定財源制度の堅持を求める意見書
　　　　　提出先：内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、国土交通大臣
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議員発議で「湯梨浜町飲酒運転
撲滅宣言」を決議

「湯梨浜町飲酒運転撲滅宣言」に関する決議

　全国で飲酒運転による交通死亡事故が異常に多発しており、多くの尊い命が
失われていることは、誠に残念であります。
　交通事故のない安全で安心して暮らせる社会の実現は、町民すべての願いで
あり、私達は、こうした現状を真剣に受けとめ、町民一人ひとりが飲酒運転に
よる交通事故の悲惨さを深く認識すると共に、運転者の交通安全意識向上はも
とより、家庭や職場さらには地域社会全体が一体となって、「飲酒運転は絶対に
しない・させない」という強い意志を示さなければならない。
　そして、相互に戒めあい、このような悪習を一掃する地域社会をめざすため、
湯梨浜町議会は、ここに飲酒運転撲滅を宣言する。

　以上、決議する。

平成18年10月19日
    　　鳥取県湯梨浜町議会　

　湯梨浜町議会では、平成18年第７回定例
会において、下記のとおり「湯梨浜町飲酒
運転撲滅宣言」を決議しました。この決議
により、飲酒運転という悪習のない地域社
会を目指します。
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地
域
の
発
展
と
豊
か
な
社
会
の
実
現

の
た
め
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

「
人
の
心
の
痛
み
」
の
わ
か
る
、
本
音
で

話
の
で
き
る
議
員
を
目
指
し
て
一
生
懸

命
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と

も
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

河田洋一 議員

新
議
員
の
紹
介

　
　

お 

詫 

び

　

議
会
だ
よ
り
第
９
号
に
掲
載
の

「
旧
家
」
の
投
書
に
つ
い
て
回
答
い

た
し
ま
す
。

　

意
図
的
に
書
い
た
も
の
で
は
な

く
、
誤
解
を
ま
ね
く
よ
う
な
文
言

で
あ
れ
ば
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
（
湯
梨
浜
町
議
会
議
長
）
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前
町
長
の
病
気
療
養
、
そ
し
て
辞
職
、
長
期
間
町
長
不
在
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
、
湯
梨
浜
町
の
か
じ
取
り
役
に
、
前
助
役
の
宮

脇
正
道
新
町
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。「
げ
ん
き
・
い
き
い
き
・
か

が
や
き
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
新
町
長
も
決
ま
り
住
民
の
皆
様
の
関
心
は
助
役
人
事

で
し
ょ
う
か
？

　

と
こ
ろ
で
議
会
で
は
２
人
の
女
性
議
員
が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
の
視
点
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
、
意
見
等
を
聞
い
て
、
男
性

の
視
点
で
は
見
え
な
い
部
分
が
多
く
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
回
よ
り
委
員
の
１
人
と
し
て
編
集
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
が
初
仕
事
、
皆
様
に
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
記　

浜
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
広
報
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

委
員
長　
　

竹
中
壽
健

副
委
員
長　

増
井
久
美

委　

員　
　

會
見
祐
子

　

〃　
　
　

村
中
隆
芳

　

〃　
　
　

浜
中
武
仁

編
集
後
記

　

海
の
安
全
と
大
漁
を
祈
願
し
て
行
わ
れ

る
勇
壮
な
海
上
御
幸
は
、
泊
地
区
な
ら
で

は
の
行
事
で
す
。
派
手
な
大
漁
旗
や
の
ぼ

り
旗
を
付
け
た
満
艦
飾
の
漁
船
団
が
海
を

ゆ
く
姿
は
、
泊
の
真
夏
の
風
物
詩
と
な
っ

て
い
ま
す
。
泊
漁
港
を
出
発
し
、
泊
地
域

の
海
を
ま
わ
り
ま
す
。

と
ま
り
海か
い

上
じ
ょ
う

御み

幸ゆ
き

とまりグラウンドゴルフのふる里公園の下の海岸

　

甌
穴
と
は
、
岩
場
に
寄
せ
る
波
に
よ
り
、

石
や
砂
が
同
じ
と
こ
ろ
を
回
り
、
海
辺
の

岩
と
接
触
し
て
浸
食
さ
れ
て
で
き
た
丸
い

穴
の
こ
と
で
す
。

　

泊
地
区
甲こ
う

亀き

山や
ま

北
岸
（
後
島
）
に
は
多

数
の
甌
穴
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

後
う
し
ろ

島じ
ま

の
甌お
う

穴け
つ

満艦飾の漁船団（泊漁港内）

議会の傍聴をお気軽に
　皆さんが選んだ議員が、どんな活動をし
ているか、また、身近な問題がどのように
処理されているか関心がありませんか。
　議会の日程などは、議会事務局にお問い
合わせください。
　議会及び議会事務局に関するご意見をお
聞かせください。

☎３５－５３４１
メール　gikai@yurihama.jp

《あなたの声をお待ちしています》


